平成１８年3月吉日

日本学生オリエンテーリング連盟

日本学連幹事長　　高橋　元気

関東地区代表幹事　高橋　弘恵

ＪＯＡ　様

お願い

　にわかに春らしくなってまいりました。ご健勝のことと存じます。日頃はなにかとお世話になり、誠にありがとうございます。

　さてこの度、私たち日本学生オリエンテーリング連盟よりお願いがあり、ご連絡させていただきました。年末に富士で合宿を行った学連加盟校があり、そのときにこのようなことが起こりました。

去る2005年12月25日（日）、静岡県の勢子辻（竹）を使用しての練習会を予定しておりました。その日の朝、練習のためのポストを設置していたところテレイン内において偶然、地元猟友会の方々に遭遇いたしました。そこでお話をお聞きしたところ、予定していた練習会テレイン範囲において猟をするとのことでした。ちなみに、「いつもは県協会から連絡があるのだが、今回はもらっていない」とおしゃっていました。
それに対し、県協会に問い合わせをしたところ、協会としては猟友会とはここ何年もコンタクトを取っていない、そのため、もし練習会をやるのならば気をつけてやってくれという返答を頂きました。このまま練習会を続行するのは危険であると判断し、その日同じテレイン内におりました他のクラブにもその旨を伝えたうえで、練習会を中止にしました。
尚、以上のように地元猟師さんには親切にお話を頂いただけであり、トラブル等は起こっておりません。
　学連加盟校は、練習会を開くに当たり、県協会へ申請をしております。この件でも、加盟校は静岡県協会へ期日以内に申請をしております。練習会を予定している日に、テレイン内で猟が行われることを学生はわかりません。猟友会の存在も知りませんでした。

　そこで、ＪＯＡ様にお願いです。

　テレイン使用予定の学連加盟校が県協会に申請を行ったら、県協会の方からテレイン使用時の注意や必要事項（狩猟期や自然保護、地権者等の地元渉外など）の情報を申請した加盟校へ的確に教えていただけるように、各県協会へお願いしていただけますか。日本学連では、各加盟校に、県協会から受けた情報を元に、地元渉外にあたるように徹底いたします。
　お力添えのほどお願い申し上げます。
